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ウイルタ衣服（左）／ナーナイ衣服（右） 北海道立北方民族博物館蔵 
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平成２８年度 特別展Ⅱ 

平成２８年度アイヌ工芸品展「イカラカラ－アイヌ刺繍の世界－」 

会期：平成２９年２月４日（土）～３月２０日（月） 

 

北海道を中心に樺
から

太
ふと

から千島列島まで生活圏を広げていたアイヌは，寒冷で厳しい自然

環境の中で知恵と工夫をもちいて生き抜くとともに，周辺の諸民族と交易や交流をおこな

い，独自の文化を発展させてきました。その歴史は，アイヌの服飾からもうかがい知るこ

とができます。 

 伝統的な服飾には，植物から採取した内皮繊維のほか，動物の毛皮，サケなどの魚皮，

交易で入手した木綿や絹などの多様な素材が用いられています。刺繍によって施される文

様をはじめ，色布や色糸を巧みに活かす装飾には，受け継がれる伝統と作り手の美意識が

反映されています。 

 ところで，茨城には北海道に関心をもった先人の足跡が遺されています。水戸藩２代藩

主徳川光圀
とくがわみつくに

は，大船を建造して石狩
いしかり

地方との交易を，９代藩主徳川
とくがわ

斉
なり

昭
あき

は，蝦夷地開拓の

可能性を探りました。命を受けた藩士たちは，蝦夷地の踏査を行い，気候風土やアイヌの

生活文化を詳細に記録しました。 

 本展では，華やかで力強いアイヌ刺繍に注目しながら，儀礼などで使用された晴れ着と

ともに，首飾り，耳飾りといった装身具などの 18世紀から現代にいたるアイヌの服飾を紹

介します。また，国宝「伊能忠敬測量図下図」(伊能忠敬記念館蔵)，重要文化財「日本国

図(蝦夷)」(東京国立博物館)，重要文化財「聖徳太子絵伝」(那珂市上宮寺)など，アイヌ

の歴史を伝える貴重な絵画資料や歴史資料を紹介し，常陸国，とりわけ水戸藩と蝦夷地の

歴史的関係についてスポットをあてます。 
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時代と地域からみたアイヌの衣服 

 江戸時代の探検家，水戸藩士の木
き

村
むら

謙
けん

次
じ

が収集したアットウシは，現存最古のアットウシ

と考えられています。この木村謙次収集資料をはじめ，江戸時代後期から昭和初期に至る

までの制作年代が推定できる衣服を紹介し，アイヌが伝統的に居住してきた北海道，樺太，

千島から視野をひろげ，ニブフやウイルタなどの北方諸民族の衣服も紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木
き

村
むら

謙
けん

次
じ

収 集
しゅうしゅう

のアットウシ（樹
じゅ

皮
ひ

繊
せん

維
い

衣
い

服
ふく

）個人蔵 

 江戸時代後期，蝦夷地に２度赴いた木村謙次が収集したアットウシです。現存最古のアッ

トウシと考えられています。背面には１本もしくは２本の刺繍が置布の上に平行に刺されて

います。この点線状の刺繍は，現代には受け継がれていない技法で，アイヌ衣服文化の歴

史を考える際に最も重要なアットウシのひとつとなっています。現在も，木村家の家宝とし

て代々受け継がれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウイルタ衣
い

服
ふく

 北海道立北方民族博物館     ニヴフ衣
い

服
ふく

 北海道立北方民族博物館 
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 ナーナイの衣
い

服
ふく

 北海道立北方民族博物館 

 アイヌの人々は周辺のウイルタ，ニヴフ，ナーナイの人々と互いに影響しあってきまし

た。ウイルタは樺太（サハリン）に，ニヴフは同島からアムール河口付近，ナーナイはア

ムール中流域に暮らしてきました。ウイルタ，ニヴフ，ナーナイの衣服文様にも，アイヌ

文様と同じ様に曲線やうずまきがよく使われています。 

 

布と糸からみたアイヌの衣服 

 アイヌの衣服は，オヒョウなどの樹皮繊維，イラクサなどの草皮繊維，本州からもたら

された木綿など，様々な素材で作られていますが，背や襟，袖，裾に施された美しく力強

いアイヌ文様が大きな特徴となっています。その作り手たちは，刺繍とともに，衣服の上

に木綿や絹などの布を巧みに配置することで独自の文様を発展させてきました。ここでは，

衣服とともに鉢巻きや前掛けなど布に見られるアイヌ文様の美と技を紹介します。また，

首飾りや小刀といった装飾品・携行品も紹介します。 

 

アットウシ（樹皮繊維の衣服） 

 アットウシは樹皮の繊維で織られたアイヌの伝統的衣文化を代表する衣服です。オヒョ

ウ，ハルニレ，シナノキなどの木の内皮繊維からつくられるもので，温泉や沼などに浸
つ

け

薄皮状に一枚ずつ剥がれるようになった樹皮を細く裂いて糸にし，織り機にかけて反物を

つくります。晴れ着，日常着として幅広く利用され，丈夫で耐水性にも優れていることか

ら漁師の作業衣として和人の間にも流通しました。布や刺繍などで施される文様にも地域

的な特徴を見ることができます。衣服の形状による男女の違いはないとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

№４ 
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アットウシ（樹
じゅ

皮
ひ

繊
せん

維
い

衣
い

服
ふく

）国立民族学博物館         アットウシ（樹
じゅ

皮
ひ

繊
せん

維
い

衣
い

服
ふく

）  

                            一般法人アイヌ民族博物館 

 

テタラペ（草皮繊維の衣服） 

 草皮の繊維で織られた衣服です。エゾイラクサ，ムカゴイラクサの繊維からつくられる

もので，晴れ着，日常着として着ました。イラクサの繊維を撚
よ

り合わせて糸にし，織り機

にかけて反物をつくります。地布に木綿や絹の布を縫いつけ，その上から刺繍を施すもの

が一般的ですが，あらかじめ刺繍を施した布片を肩や背，胸元に縫いつけるものも見られ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テタラペ（草
そう

皮
ひ

繊
せん

維
い

衣
い

服
ふく

）国立民族学博物館   テタラペ（草
そう

皮
ひ

繊
せん

維
い

衣
い

服
ふく

）北海道博物館 

 

 



- 5 - 

 

木綿衣服 

 木綿地に色とりどりの絹や更紗，メリンス，綿などの細いテープ状の布を直線的に置い

たり，布を折り曲げゆるやかな曲線を描くように置いて，その上から刺繍を施す，多彩で

華やかな木綿衣服です。仕立ては単
ひと

衣
え

で，地布には紺
こん

の無地や縞
しま

，柄物
がらもの

などさまざまな木

綿布が使われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルウンペ（木
も

綿
めん

衣
い

服
ふく

）北海道大学植物園 

                   カパラミプ（木
も

綿
めん

衣
い

服
ふく

） 苫小牧市美術博物館 

                

 

鉢巻き 

 樹皮繊維や木綿でつくられた鉢巻きです。男女とも用いましたが，刺繍文様のあるもの

は 20 世紀初頭までは主として男性が用いました。 

 

 

 

 

 

 

 

マタンプシ（樹
じゅ

皮
ひ

繊
せん

維
い

鉢
はち

巻
ま

き）東京国立博物館 

 

 

 

 

 

        マタンプシ（木
も

綿
めん

鉢
はち

巻
ま

き）天理大学附属天理参考館 
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前掛け 

 樹皮繊維で織られた生地や木綿布に，衣服同様の置布をあてて刺繍を施したものや，直

接，布地に刺繍を施したものなどがあります。ふだんは労働や家事に用いるほかに衣服の

前がはだけた時に肌や肌着が見えないよう隠すためのものでもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   マエタレ（樹
じゅ

皮
ひ

繊
せん

維
い

前
まえ

掛
か

け）       マエタレ（木
も

綿
めん

前
まえ

掛
か

け）      

       国立民族学博物館           国立民族学博物館 
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常陸国そして蝦夷地 

 江戸時代，水戸藩は他藩にさきがけて北方に関心を寄せ，風土やそこに暮らすアイヌの

文化についての知識を求めました。水戸藩２代藩主徳川光圀
とくがわみつくに

は，蝦夷地探検を計画し，大

船を建造し，石狩
いしかり

地方との交易や調査を実施しました。また，蝦夷地に強い関心を持って

いた９代藩主徳川
とくがわ

斉
なり

昭
あき

は，藩士たちに蝦夷地の調査を命じ，アイヌの生活についても詳細

に報告させています。蝦夷地を調査した茨城ゆかりの探検者たちが記したアイヌの人々の

生業などを記録した文献や，実際にアイヌの人たちと生活を共にした時の様子を描いた絵

入りの日記などの資料をとおして，常陸国と蝦夷地との関わりを探ります。 

 

第１節 聖徳太子絵伝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

絵
え

伝
でん

（部分）重要文化財 元
げん

亨
きょう

元年（1321）上宮寺（茨城県立歴史館寄託） 

 

 聖徳太子（574～622）の事績を描いた 14 段からなる巻子状の絵伝です。５段目「十歳降

伏蝦夷所」には，聖徳太子が 10歳のときに東国の蝦夷
え み し

との戦いで，太子が蝦夷を諫
いさ

めてな

だめている場面が描かれています。蝦夷
え み し

は，どんぐり眼で鉢巻きを締め，上半身裸の者や

鳥の羽で作った腰蓑を付けた姿や筒袖の着物を着た姿で描かれています。 
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第２節 描かれた蝦夷地 

 江戸時代で蝦夷地
え ぞ ち

といえば，現在の北海道，樺太，千島列島の総称に近いものでした。

松前氏が元禄 13年（1700）に幕府に提出した国絵図は，松前地方西南部沿岸地方が比較的

詳しいだけで，その他の沿岸地方については，若干地名が記され，楕円形の蝦夷地，その

北に樺太，東側には千島列島が点々と描かれている程度にすぎませんでした。民間に伝わ

った蝦夷地図などは，鎌形の半島か，または細長い島としてしか描かれていませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       蝦夷図
え ぞ ず

 写本             元禄
げんろく

国
くに

絵図
え ず

 原本：元禄 13 年（1700） 

  北海道大学附属図書館（北方資料室）      北海道大学附属図書館（北方資料室） 

 

第３節 徳川光圀 蝦夷地へのまなざし－快風丸の蝦夷地派遣－ 

 水戸藩２代藩主徳川光圀は，大船「快風丸」を建造し３度蝦夷地に派遣しました。１・

２回目の探検は十分な成果を得ることができませんでしたが，元禄元年（1688）の３回目

の探検では石狩地方まで達し，蝦夷地の情勢を知る上で水戸藩に大きな成果をもたらしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     快風丸
かいふうまる

蝦夷
え ぞ

聞書
ぎきがき

 江戸時代           快風丸
かいふうまる

之
の

事
こと

 江戸時代 

     常磐神社（茨城県立歴史館寄託）           茨城県立歴史館 

第４節 水戸藩と蝦夷地 
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①木村謙次の蝦夷地探検 

 寛政５年（1793）に，水戸藩は木村謙次と武石
たけいし

民蔵
たみぞう

を蝦夷地に派遣しました。その情報

収集は『北行
ほっこう

日録
にちろく

』に詳細に記録されています。５年後の寛政 10年に，木村謙次は幕府巡

見隊の一員として近藤
こんどう

重
じゅう

蔵
ぞう

，最
も

上
がみ

徳内
とくない

，村上島
むらかみしま

之
の

允
じょう

らとともに蝦夷地に渡り，当地の情

勢を知る上で大きな成果をもたらしました。その時の報告書『蝦夷
え ぞ

日
にっ

記
き

』は，実地見聞録

として重視されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    北行
ほっこう

日録
にちろく

 寛政
かんせい

５年（1793）               蝦夷
え ぞ

日
にっ

記
き

 寛政
かんせい

11 年（1799） 

            国立公文書館             長島
ながしま

尉
やす

信
のぶ

 写 茨城県立歴史館 

 

②秋葉友衛門と奥谷新五郎の蝦夷地踏査 

 ロシア船の蝦夷地襲撃報告を受けた水戸藩が，情報収集のために松前（箱館，現・函館）

に秋
あき

葉
ば

友
とも

衛
え

門
もん

，奥谷
おくのや

新
しん

五
ご

郎
ろう

を派遣しました。 『北遊
ほくゆう

記
き

』には，文化４年（1807）９月１日

から 10日の間に収集したロシアの襲撃事件の風聞が記述されており，エトロフ島シャナ会

所で防戦した間
ま

宮林蔵
みやりんぞう

の名前も記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北遊
ほくゆう

記
き

 文
ぶん

化
か

４年（1807） 国立公文書館 

③徳川斉昭と豊田天功の蝦夷地研究  
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 水戸藩９代藩主徳川斉昭は，若い頃より蝦夷地に関心を寄せて蝦夷地関係書を数多く集

めていました。天保５年（1834），斉昭は幕府に対して蝦夷地拝領を願い出て，自ら蝦夷

地経営に乗り出そうとしました。天保９年には那珂
な か

湊
みなと

の豪商だった大内
おおうち

清
せい

衛
え

門
もん

を極秘に蝦

夷地に派遣しました。また，嘉永６年（1853）より，幕府に蝦夷地経営を働きかける一方，

その歴史をまとめるべく蝦夷地探検者たちの著書や報告書をもとに，豊
とよ

田
だ

天
てん

功
こう

に命じて当

時の蝦夷地研究の集大成ともいうべき『北島
ほくとう

志
し

』を編纂
へんさん

させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

刀
かたな

 水戸市指定文化財 安政
あんせい

４年（1857） 

                  弘道館鹿島神社（茨城県立歴史館寄託） 

 安政４年，弘道館内に鹿島神社を造営した際に奉納された刀です。徳川斉昭自らが鍛え

たものです。『水戸
み と

烈公
れっこう

詩
しい

歌
か

文
ぶん

集
しゅう

』には，刀を奉納した斉昭が「大神のたけくさかしき心

もて蝦夷が千島もきり開かなむ」の一首を，刀を納める箱蓋に記したことが記述されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北島
ほくとう

志
し

 慶応
けいおう

３年（1867） 石川
いしかわ

義
よし

路
みち

 写 

個人（茨城県立歴史館寄託） 

第５節 水戸藩ゆかりの先人と蝦夷地 
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①伊能忠敬と間宮林蔵の蝦夷地探検 

 寛政 12 年（1800），伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

は幕命により蝦夷地測量事業を進める中，間宮林蔵と箱館

（現・函館）で出会ったことを機に，蝦夷地測量を通して師弟の絆を結び，天体観測や沿

岸測量の術を伝授しました。林蔵は，蝦夷地探検で培った豊富な知識や海防に対する見識

が，水戸藩に高く評価されて斉昭の招きを受けていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

測
そく

量
りょう

図
ず

（自モリ川至ベシイハキ）      日
に

本
ほん

国
こく

図
ず

（伊
い

能
のう

小
しょう

図
ず

・蝦夷
え ぞ

） 

      国宝 江戸時代 伊能忠敬作          重要文化財 江戸時代 伊能忠敬作 

            伊能忠敬記念館                   東京国立博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 贈
ぞう

間
ま

宮
みや

倫宗
ともむね

序
じょ

 国宝 文
ぶん

化
か

８年（1811）        東韃
とうだつ

紀
き

行
こう

 文
ぶん

化
か

６年（1809）  

      伊能忠敬筆 伊能忠敬記念館                茨城県立歴史館 

  

 

 

 ②松浦武四郎の蝦夷地探検 
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 松浦
まつうら

武
たけ

四
し

郎
ろう

もまた，水戸藩と深い関わりをもった一人です。武四郎は，弘化２年（1845）

から安政５年（1858）まで６回にわたって蝦夷地，樺太，北方諸島の探検を行い，多数の

紀行や地図を出版したことで知られています。蝦夷地探検を機に藤
ふじ

田
た

東
とう

湖
こ

や会沢
あいざわ

正
せい

志
し

斎
さい

な

どと交友を結んでおり，蝦夷地の調査記録『蝦夷
え ぞ

日
にっ

誌
し

』を水戸藩をはじめとする諸藩や幕

府に献上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

      蝦夷
え ぞ

志
し

 重要文化財 明
めい

治
じ

２年（1869）    

                           松浦武
まつうらたけ

四
し

郎
ろう

著 松浦武四郎記念館 

 

 

玉
たま

ほこの詠草
えいそう

 重要文化財 江戸時代 

    藤
ふじ

田
た

東
とう

湖
こ

筆 松浦武四郎記念館 

 

 

 

 

 

 

 

 

多気
た け

志
し

楼
ろう

 重要文化財 安政
あんせい

２年（1855）会沢
あいざわ

正
せい

志
し

斎
さい

筆 松浦武四郎記念館 

 

 

（史料学芸部 学芸課長 飯塚 信久） 
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収蔵資料紹介「今川家文書」 

 

今年度茨城県立歴史館に新たに寄贈・寄託された資料の中から，今回は追加寄託いただい

た今川家文書を紹介します。 

 今川家文書は，筑波郡台町（現つくば市）にある今川家に伝来した文書です。今川家文書

は以前に一度寄託いただいており，今回新たに 64点の史料を追加寄託いただきました。 

江戸時代の台町は大名細川氏を領主とする谷田部藩（茂木藩）領でした。徳川秀忠に仕え

た細川興元（細川藤孝次男）が慶長 15年(1610)に下野国芳賀郡内に 1万石を与えられ，茂木

を居所としました。その後，大坂夏の陣の功により常陸国筑波・河内二郡内に 6200石加増さ

れ，本陣を茂木から谷田部に移し，谷田部藩となります。陣屋は茂木と谷田部の 2 ヶ所に置

かれ，江戸柳原に江戸屋敷を置きました。藩主は興元から興貫まで 9代にわたります。 

今川家は台町村及び若栗村の兼帯庄屋を勤めたと伝えられています。当文書群は，今川家

が庄屋を勤めたことで作成・授受されたものがほとんどであり，幕末期の御用留や年貢取立

帳，明治初期の公用留など公的文書が多数を占めています。 

 【史料 1】の「水戸中納言様并御廉中様人馬割合帳」は，慶応 4年(1868)3月に徳川慶篤と

継室である鋭姫(広幡紀子)が水戸へ赴くために水戸街道を通行した際に，若栗村が人馬を負担

した時の記録です。表紙裏には「三月十三日 水戸中納言様／［  ］廿一日 同御廉中様」

と記載されていますが，実際に通行した日は少し前後したと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

【史料 1】「水戸中納言様并御簾中様人馬割合帳」（No.863） 
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【史料 2】 

「御官軍御通行牛久人馬割合帳」（No.874） 

慶篤の就藩は，慶篤が水戸藩主就任以降，この時に初めて実現されました。藩主慶篤の水

戸帰国は，幕末期の混乱の中で水戸藩が政治的社会的信頼を取り戻すために必要なことであ

りました。  

当初は 3月 10日に江戸邸出発，14日水戸着の予定でしたが，実際には 3月 17日に江戸邸

を出発し，5日の道中を経て 21日に着城となりました。このような日程の変更は，当時の世

情不安を反映しての延期であり，また，慶篤自身の体調が整わなかったためであると考えら

れます。そのため，水戸帰国から20日も経たぬ4月5日に慶篤は水戸城にて亡くなりました。

このように慶篤の水戸帰国はわずかな期間ではありましたが，水戸士民に大きな影響を与え

たといわれています。 

 

また，【史料 2】の「御官軍御通行牛久人馬割合帳」は，明

治 2 年(1869)に官軍が牛久宿を通行した際，若栗村が負担し

た人馬及び金銭を記したものです。牛久宿は水戸街道千住宿

から 8つ目の宿場町であり，今川家が庄屋を勤めていた若栗

村は牛久宿の助郷村でした。助郷とは，諸街道の宿場の人馬

だけでは足りない場合，宿場周辺の郷村が補助的に人馬を提

供する制度のことです。そのため，このような史料も今川家

に伝来しました。 

この時期の日本は慶応 4年 1月の鳥羽伏見の戦いに始まる

戊辰戦争の最中であり，江戸と水戸を繋ぐ水戸街道に位置す

る牛久宿も大きな影響を受けていたと考えられます。   

今回ご紹介した 2つの史料はその当時の牛久宿周辺の郷村

の様子を窺える史料です。これらの史料以外にも，官軍のた

めに谷田部村近隣農村及び組合村々は食糧を差し出すように

との御触の写（「官軍兵食賄米差出令書写」（No.58-1））など

も今川家には伝来しており，今川家文書はこの地域の特色を

示す貴重な資料であるといえます。 

 

（史料学芸部歴史資料課 資料調査専門員 中村 早知惠） 
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資料紹介 

「２００２年ワールドカップ関係 行政刊行物」 

 

 

 

 

 

上記の写真と感想は，当館所蔵の行政刊行物『2002FIFA ワールドカップ茨城開催報告書』

（以下，『茨城開催報告書』と表記）の内容です。今から 15 年前，オリンピックに並ぶ世界

的大イベントが，茨城県鹿嶋市も一会場として日韓共同開催で行われました。感想からは，

茨城会場の運営に対する観戦者の感謝の気持ちが伝わってきます。 
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当館では，2002 年ワールドカップ関係の行政刊行物を 40 点以上所蔵し，公開しておりま

す。ここでは，『茨城開催報告書』を中心に，茨城招致や運営等の諸活動，観戦者の声を紹

介します。 

 

◇◇◇    ◇◇◇ 

 

１ 茨城開催の実現  

『茨城開催報告書』の P66～P110 は，「開催までの足跡」という内容で，以下の項目で構

成されています。 

１ 茨城開催の実現へ向けて 

２ 推進体制 

３ 気運醸成活動 

４ コンフェデレーションズカップ（プレ大会） 

５ 関連道路 

６ 公開合同総合訓練 

７ 住民説明会 

８ カシマサッカースタジアム 

９ スタジアム用地買収 

10 公認キャンプ候補地と公式練習場 

 

項目を見るだけでも，開催までの遠く，多岐にわたる道のりが伝わります。「１ 茨城開

催の実現へ向けて」の要約を以下に示します。 

（１）高揚するサッカー 

平成 5 年 5 月Ｊリーグ開幕以来の鹿島アントラーズの活躍によるサッカー人気の盛

り上がりと地域の活性化が，本県への招致活動に大きくつながりました。 

鹿島地域活性化のため，日本リーグ 2部所属の住友金属がプロリーグ参加を決断し

たのは平成 2年のことです。Ｊリーグ初年度加入の陳情に行った際，当時のプロリー

グ設立準備室長から「初年度加入は 99.9999％無理だが，日本で初めての屋根付専用

スタジアムでもできれば話は別だが」と言われました。 

結局，茨城県は日本初の全席個席屋根付・15,870 人収容のサッカー専用スタジア

ム「茨城県立カシマサッカースタジアム」を建設することとなり，また，地元市町や

企業など関係者の一体となった熱意が通じ，平成 3年，住友金属はＪリーグ初年度の

加入を果たしました。そして，Ｊリーグ開幕後の鹿島アントラーズの活躍により，県

全体にサッカー人気が広がりました。また，地域ボランティアの活動も見逃せません。

鹿島アントラーズの例は，サッカーにより地域が活性化した好例として，全国に紹介
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されました。 

（２） 県招致委員会の設立 

平成 4 年 6 月茨城県サッカー協会提出の「2002 年ワールドカップ・サッカー大会

本県開催招致に関する請願」が県議会において採択され，平成 4年 9月に国内開催候

補地出願を日本招致委員会に提出し，平成 5 年 1 月，茨城県は，国内開催候補地 15

自治体の一つに決定されます。平成 5 年 4 月，「2002 年ワールドカップ茨城県招致

委員会」(事務局は県企画部地域振興室計画調整課)が設立され，本県の招致活動が始

まります。 

（３） 招致へ向けた活動 

本県の招致活動では，各種イベントへの出展，ポスター・パンフレットの配布など

を行いました。知事も日本招致シンポジウムにおいて自治体代表でパネラーを務めた

り，海外からの訪問団に招致自治体代表として対応したりするなど，積極的な招致活

動を展開しました。 

 以上が，「１ 茨城開催の実現へ向けて」の要約ですが，日韓共同開催が決定したのは平

成 8年 5月，茨城県が国内開催 10自治体の一つに選定されたのは平成 8年 12 月のことです。 

右の写真は，当館所蔵の行政刊行物『KICK OFF 

2002 年ワールドカップがいばらきにやってくる』 

です。本県での開催決定後，「2002 年ワールドカ 

ップ茨城県招致委員会」は，「2002 年ワールドカ 

ップ茨城県開催準備委員会」に改組し，本格的な 

準備に取りかかる体制を整備します。この刊行物 

は，茨城県での開催決定後，茨城県開催準備委員 

会が編集・発行したものです。表紙の文言意外にも 

「世界最高のプレーが“いばらき”で」，「私た 

ちの手で最高の大会を」，「ワールドカップでス 

テップアップいばらき」などと書かれ，県内開催の 

よろこびと意気込みが伝わってきます。 

 そして，2002 年 5 月 31 日～6月 30 日の開催期間 

中，茨城県ではカシマスタジアムにおいて，6月 2 

日，5日，8日に第 1ラウンドの 3ゲームが実施され 

ました。 

 

 

◇◇◇    ◇◇◇ 
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２ 試合の裏側で 

『茨城開催報告書』の P32～P65 は，「大会期間中の活動実地状況」という内容です。そこ

に示されている活動を 2つ紹介します。 

（１） 医療対策 

 

上記の医療統括図（『茨城開催報告書』より）のとおり，万全な医療体制を整えました。

試合開催 3日間で，スタジアム内救護室対応傷病者は 69 名で，うち救急車搬送が 4件発生し

ました。スタジアム外の救護所では 151 人の傷病者で，いずれも軽症で救急車搬送はありま

せんでした。 
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（２） ボランティア活動 

スタジアム内で観客誘導・整理やメディアスポンサー対応などの業務に携わる「2002 

FIFA ワールドカップ日本組織委員会(JAWOC)によるボランティア」，管理エリアの外側

で総合案内や観客誘導などの業務に携わる「開催地ボランティア」の 2 種類のボランテ

ィアが大会運営に参加しました。研修については，全体研修(2 回)，業務別研修(4回)，

実地研修(3 回)，直前研修(2 回)が実施されました。 

下記の表と写真は，『茨城開催報告書』に示されている「開催地ボランティア」の活

動の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇    ◇◇◇ 
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３ 観戦者の声（『茨城開催報告書』より） 
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大会運営を支えた裏方スタッフなくして，このような観戦者の感謝の声は生まれなかった

ことでしょう。 

『茨城開催報告書』には，右写真のような試合 

の様子の写真や記事も多く掲載されています。大会 

後に県特別功労賞を受けた，当時の鹿島アントラー 

ズ 6選手（現在も現役の選手もいます！）の写真等 

もあり，楽しくよむことができると思います。 

当館では，他にも 1994 年～2002 年発行のワールドカップ関係の行政刊行物を多数公開し

ており，当館閲覧室でよむことができます（HPでの資料検索可）。展示の見学と併せて気軽

に足をお運びください。 

 

（史料学芸部 行政資料課 首席研究員 小倉 朗） 
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収蔵資料紹介（考古部門） 「鬼瓦」 長者
ちょうじゃ

屋敷
や し き

遺跡出土 

こちらの資料は５月２１日まで当館２階の常設展示室にてご覧になれます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当館が所蔵する考古資料から，長者屋敷遺跡出土の「鬼瓦」を紹介します。 

常陸太田市の大里町から薬谷町にかけて所在する長者屋敷遺跡は，炭化米や奈良・平安時

代の土器や瓦がたびたび出土することから，古代の久慈郡の中心地で，郡の役所や郡の寺が

建てられていた場所と考えられています。当遺跡は，1995年に県道の改良工事に伴い発掘調

査が行われています。方形に巡ることが推定される溝が確認され，「久寺」と墨書きされた土

器も出土しており，このことからも郡の寺の存在がうかがえます。 

当資料は，遺跡内に所在する畑地から耕作中に出土したものです。その後，土地所有者の

方のご厚意によって当館に寄贈されました。古代の鬼瓦は県内でも数例しか出土した例がな

く，しかもその多くが破片資料です。このような全容がわかる資料は大変貴重なものと言え

るでしょう。 
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邪鬼を表した鬼瓦は，奈良時代に平城宮や大宰府
だ ざ い ふ

などで使用されたのが始まりで，やがて

これが全国に広がっていきます。当初は鬼の全身像を表現したものが，やがて顔面のみを表

現した鬼瓦（鬼面紋鬼瓦 きめんもんおにがわら）へ変化していきます。当資料は当該期の

鬼面紋鬼瓦と考えられます。 

当資料は，平城宮や大宰府
だ ざ い ふ

で作られた鬼瓦と比較して類似する部分は少なく，むしろその

円頭方形の形態や外縁の特徴など高句
こ う く

麗
り

系鬼瓦と類似することが指摘されています。「日本書

紀」に，持
じ

統
とう

天皇元年（６８７年），唐・新羅
し ら ぎ

連合軍に滅ぼされた高句麗の人々が常陸に移住

してきたとの記録があります。長者屋敷遺跡から出土している遺物の中には大陸の影響を受

けたと考えられるものが複数認められ，久慈郡の郡寺造営にはこうした渡来人の関与があっ

たと想定されています。 

 

 （参考文献） 

財団法人茨城県教育財団「主要地方道常陸那珂港山方線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報

告書 長者屋敷遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第 117集 1997 

山本忠尚「鬼瓦」『日本の美術』第 391号 至文堂 1998 

黒澤彰哉「常陸における高句麗系瓦の受容について －長者屋敷遺跡（薬谷廃寺跡）出土瓦 

 の分析から－」『茨城県立歴史館報』第 33号 2006 

        

（史料学芸部 学芸課 首席研究員 小川 貴行） 
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春の特別展開催期間中 2月 4日（土）～3月 20 日（月・祝）の 

土・日・祝日，本館講堂の入口に，いれたてコーヒーなどを 

お楽しみいただける喫茶コーナーを開設いたします。 

皆様のおいでを心よりお待ちしております。 

 

トピックス 

平成 28 年度 下半期の歴史館 

 

歴史館いちょうまつり  11 月 1 日（火）～23 日（水・祝） 

11 月 1 日から 23 日を歴史館いちょうまつりの期間と定め，さまざまな催し物を開催し，多く

の来場者がありました。中でも，10 日（木）から 13 日（日・県民の日）までは，いちょう並木

のライトアップを実施し，黄金に輝く並木が来場したお客様を魅了していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと昔のあそび 1月 9 日（月・祝） 

 今回はお正月のあそびを中心に，折り紙で干支の「酉」を作ったり，こま回しをしたりして楽

しみました。射的やけん玉などのおなじみのあそびも人気です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各行事などについてのお問い合わせは， 

茨城県立歴史館 教育普及課 電話 029-225-4425 

または，ホームページの「お問い合わせ」からメールをお送りください。 

--- お知らせ ---------------------------------------------------------------------- 

 


